
　先頃、皆様にご協力いただいた学校教育アンケートですが、集計が済みましたのでお知らせいたします。どうも
ありがとうございました。今後の学校経営に生かし、より良い学校づくりに取り組んでまいりますので、皆様方のご
理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

児童集計結果

保護者集計結果
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考　　察　
学習面

○ 「授業はわかりやすい」に対して、９８％の児童が肯定的な回答であった。この結果を励みに
さらに研修を重ね、わかる授業や体験的な活動の実施に取り組んでいきます。

○ 「考えをまとめたり友だちと協力して学習している」に対して、９１％の児童が肯定的な回答をしている。
まず自分の考えを明確にもち、その上で友だちとの磨き合いをとおしてより良い考えに至る。
このような授業を積極的に行い、考える力を高めるよう努めます。

○ 日々工夫・改善を心がけ児童にとり、より良い授業を提供できるよう努めます。
○ ｢勉強がよくできるようになった」に対して、肯定的な回答は、児童９０％・保護者７７％と捉え方に
違いが見られる。日常の学習の様子を詳しく発信したり、学年部会等で話題提供できるようにし児童の

生活面
○ 「学校が楽しい」に対して、児童９３％・保護者９４％昨年度よりは５％程度低くなっています。一人ひとりに
居がいのある学級をつくり、学校がやりがいのある場であるように振り返り、よくなるよう努めていきます。

○ 「友だち同士助け合ったり励まし合ったりしている」９７％、「友だちに親切にしていますか」９３％と良い
回答が得られたことはうれしいことだが、常に円滑な人間関係であるように道徳の時間を軸として
相手の気持ちを考えたり、普段の生活の中で協力して進める場面を意図的に設けたりして、
よい人間関係の醸成に努めます。

○ 「決まりやマナーを守っていますか」に対して、児童９３％、保護者９０％が守っていると回答した。
規範意識は高いので、いつでもどこでもだれに対しても決まりやマナーが守れ、実践できるよう指導して
いきます。

健康・体力面
○ ｢安全な生活をし交通ルールを守っていますか」児童９４％が安全に生活していると答えている。
自分の命は自分で守る大切さと方法を身につけさせるよう、交通教室や登校指導等、日々の生活の
中でも指導していきます。ご家庭でも話題としていただき安全な生活ができるようご協力お願いします。

○ ｢進んで運動していますか」に対し、児童８４％・保護者７２％が肯定的回答であった。健康な生活を営む
上で運動は欠かせないものす。体育の時間を工夫して運動量を確保したり、休み時間などに外遊び
を奨励し、運動に親しむ習慣を身につけ体力向上が図れるように努めます。

○ 「好き嫌いなく何でも食べますか」に対して、児童76％・保護者72％であった。食事と健康な体との関係を
給食や食に関する指導で実施します。ご家庭でもバランスよく食べる大切さを話題にしていただき
家庭と連携して好き嫌いのない児童を育てたいと思います。

その他
○ 「先生は悩みを聞いてくれる」「よい所を褒めたり良くないところを注意たりしてくれる」に対しては、
双方とも９０％の肯定的な回答を得ることができた。教育は信頼関係のうえに成り立つので、私たち
100％が達成できるよう今後とも、信頼関係が継続し強固になるように一人ひとりの児童を大切に
した学級経営に努めます。

○ ｢教職員は保護者に対して誠意をもって対応している」に対して、９６％の保護者が対応していると回答
してくれました。今後とも、保護者の皆様と手を携え、児童の成長を図っていきますのでよろしく
お願いします。

学校関係者評価の意見（学校評議員、PTA正副会長、校長、教頭、教務主任）
○ 危機管理について
緊急連絡の方法はよりよいものを求めて試行錯誤してきたが、今後さらによいものを求めていくように
努めてほしい。また、食物アレルギー・不審者への対応など普段からしっかり備えてほしい。
警察からの不審者メールが多いが、児童はもとより教職員の安全もしっかり図るように努めてほしい。
インフルエンザに罹患し、その後登校してくる場合の目安を再度保護者へ周知徹底してほしい。

○ 加湿器を各教室へ、音楽室へは空気清浄機を導入しよりよい環境で学習できるようにしたが、
今後とも、環境整備には十分に配慮してほしい。

○ 放射線量の測定は地表等で継続して観測していく必要がある。

平成２７年度へ向けて
○ 今回のアンケート結果を謙虚に受け止め、児童にとってより良い学校づくりに努めます。
○ 児童にとりわかりやすい授業が行われるように、一人ひとりの教師が授業の力を向上させる研修に
取り組み学力の向上や学ぶ楽しさが味わえるような授業の実現に努めます。

○ ６年生を中心にみんなで作り上げる学校行事を目標に掲げ、協力や責任を果たすことのよさを味わえる
ように工夫します。

○ 児童同士のふれあいを多くし、他を思いやる気持ちを育てます。そのために、様々な学年がひとつに
なった班を編制し、遊びや活動を多く取り入れます。

　引き続き本校教育活動へのご理解・ご協力よろしくお願いいたします。

努力や小さな変容にも気づいてもらうように努めます。家庭と手を携えて進めていきます。


